
山陰道の建設促進について

◇交流基盤の充実・強化

・山陰地域の骨格をなす山陰道には未だ多くのミッシングリンクが存在
・企業誘致や市場の拡大、観光の振興など、九州圏をはじめとした広域
的な経済交流や連携を図る上で、早期のネットワークの構築が必要

◇強靱で信頼性の高い道路ネットワークの構築

・近年激甚化、頻発化する災害により、各地で幹線道路が寸断
・国土強靱化に向けて、災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワー
クの構築が急務

地方創生や国土強靭化を力強く進めるためには、その基盤となる山陰道の早期整備が不可欠

【地方創生】 【国土強靭化】

１ 事業促進

○ 益田・田万川道路 ○ 木与防災
○ 大井・萩道路 ○ 俵山・豊田道路

提
案
・要
望

現状と課題

２ 新規事業化

○ 「三隅～長門」 間
（都市計画決定の手続き中）

３ 計画段階評価の着手

○ 「豊田～下関」 間
○ 「益田～萩」 間のうち残る区間

山口県内の山陰道現況(約115km)

・着手率 ４６ ％

（鳥取県100%、島根県96%）

・整備率 １７ ％

（鳥取県85%、島根県63%）

※着手率：供用済区間及び事業中区間の

全体延長に対する比率

～「３つの維新」のさらなる進化に向けた要望（超重点）～

43

《国土交通省》



救急活動の迅速化

①関門医療センター（下関市）
＜３次救急医療機関＞

③角島大橋（下関市）

⑥萩城下町（萩市） ⑦ABUキャンプフィールド
（阿武町） 企業用地

⑧三隅地区工業用地
[造成中] （長門市）

豊富な地場産品

販売促進・販路拡大

仙崎かまぼこ 瀬つきアジ

②川棚温泉（下関市）

むす坊（萩～長門～下関）

山陰道

④元乃隅神社（長門市） ⑤道の駅センザキッチン
（長門市）

観光の振興（観光客の増加） 産業の活性化

高速交通体系の構築に向けた山陰道の整備により期待される様々な効果
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◇ 道路調査の流れ（三隅～長門間）

現在
～R4.7

(国) (県)


